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会         議        記         録 

会 議 の 名 称 議会運営委員会 
会議場所 第３委員会室 

担当職員  阿久根由美子 

日 時 平成２５年５月１３日（月曜日） 
開 議   午後 １ 時 ３０ 分 

閉 議   午後 ２ 時 １３ 分  

出席委員 ◎馬場 ○藤本  並河 中村 菱田 西村 石野 湊  ＜木曽議長 竹田副議長＞ 

執行機関 

出席者 
 

 

事務局 

出席者 

 

今西局長、藤村次長、山崎係長、坂田主任、阿久根   

        

傍聴 可 市民 １名 報道関係者 １名 議員  名（  ） 

会 議 の 概 要 
 

１３：３０ 
 
〔馬場委員長 開議〕 
１ 協議事項 

（１）一般質問時間 

＜湊委員＞ 

 代表質問は他市議会の状況から見ても 3月定例会のみでよいと思う。 

＜中村委員＞ 

 代表質問は 3月、9月定例会のみでよい。 

＜並河委員＞ 

 代表質問は年 1回又は 2回でもよい。 

＜藤本副委員長＞ 

 1 回又は 2回でよい。 

＜石野委員＞ 

 1 回でもよい。 

＜西村委員＞ 

 4 回してもよいことにしておけばよい。 

＜木曽議長＞ 

 府下の議長会で情報交換した。宮津、城陽、向日市議会は代表質問をしていない。

年 1回がほとんどである。舞鶴市議会は 2回されているが将来は 1回の方向とも聞

いている。ただ、議員の質問時間を担保するため他市議会にならい答弁を含め 1人

45 分にすれば市民にも時間が分かりやすいのではないか。 

＜馬場委員長＞ 

 答弁時間を短くしてもらわないといけないと思うが、議長案はどうか。 

〔全員  了〕 

＜並河委員＞ 

 3 月定例会の代表質問は今までどおりの設定か。 

＜馬場委員長＞ 

 今までどおり、答弁含まず質問時間が代表は 1 人 40 分、個人は 20 分で、6～12
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月定例会は代表質問をせず個人質問のみで答弁時間含め１人 45 分に決定する。 

＜菱田委員＞ 

 反問権行使は従前どおりか。 

＜馬場委員長＞ 

 従前どおりで反問に係る時間は含めない。 

 

（２）行政視察レポート 

＜湊委員＞＜並河委員＞＜石野委員＞ 

 委員長がまとめこととすればよい。 

＜中村委員＞ 

 委員長がまとめることでよいが、民間企業なら出張報告を各個人がするのは当然だ

という意見もあった。 

＜藤本副委員長＞ 

 委員会として総括することが大切である。 

＜西村委員＞ 

 今までどおりでよい。意見は様々でまとまるものばかりではない。 

＜木曽議長＞ 

 感想よりも提言が大切である。 

＜西村委員＞ 

 意見をまとめるようにすることでよいと思う。 

＜中村委員＞ 

 事務局の負担を心配するがどうか。 

＜事務局長＞ 

 丸投げになると困る。委員長がまとめられることで確認願う。 

＜馬場委員長＞ 

 事務局ではなく委員長がまとめるものである。〔全員 了〕 

＜事務局副課長＞ 

 視察中の質疑応答などの会議録は作成しないことでよいか確認願う。 

〔全員 了〕 

 

２ 議運視察総括 

＜馬場委員長＞ 

 委員長案を作成した。 

〔馬場委員長 案説明〕 

意見あれば後日連絡を。 

 

３ 人事議案について 

＜事務局長＞ 

 ○人事議案に対する事前の理事者説明は、現在無記名投票を行う議案のみに限り幹

事会で行うこと。 

 ○賛否を明確にするため、無記名投票を起立表決に変更すること。 

以上について協議願う。 

＜馬場委員長＞ 

持ち帰り協議願う。 

＜西村委員＞ 
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 記名投票はどうか。 

＜馬場委員長＞ 

 それも含め協議願う。 

 

４ その他 

（１）次回議運について 

〔事務局長 説明〕 

    

（２）当面の日程 

〔事務局長 説明〕 

＜事務局長＞ 

 広報広聴会議は 5月 27 日（月）午後 1時 30 分からとなった。 

（３）定例会日程について 

＜事務局長＞ 

 市長から議長へ申入れがあり、来年 3月定例会は 10 日程度早い日程で調整する。

そのため予算編成事務に影響あり、12 月定例会の日程も早まる予定である。 

 6 月定例会では課長級以上の職員紹介が行われる。 

〔全員 了〕 

＜並河委員＞ 

 先に決定した一般質問については 6月定例会から実施するのか。 

＜馬場委員長＞ 

 6 月定例会からである。 

 

散会 １４：１３ 


